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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第8回院内研修について

　日時：1/16(火)・1/17(水)　17：30～18：30　　場所：メンタルケア病棟3階　会議室

　テーマ：接遇について（クレーム対応）　　講師：荒木田　晃次さん

・1月の1週目は正月期間となり、委員会などの予定が1週間ずれ込むため、各自で委員会の日時の確認をすること。
・1月から灯油が直接、青陽館に配達されることになる。保管場所は外の階段下。盗難の可能性があるため、施錠を忘れずに行うこと。
・2月の祝日行事を早めに話し合って決めること。
＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子　様～訪問後に電話が来ており、姉の夢を見たら気分が落ち込んだので、頓服薬を飲んだと話している。一人で話して、対応もできているため、話を傾聴している。
・平　京子　　様～12/27（水）外来受診後、来所している。血液検査の結果、HbA1cが前回6.4だったのが、今回は6.5だったと話している。
・福井　彩　　様～電話・来所2回ずつあり。12/28（木）八戸赤十字病院神経内科受診後来所、筋電図検査の結果はあまり良くないとのことで、正月明けに再検査を行うことになったと話している。友人より産着をもらったと話し、出してみている。1/4（木）来所、昼に初詣に行ってきた、1/2（火）はアパートで過ごした、1/3（水）は実家で過ごし、1/6（土）は夫様の実家で過ごた。1/6（土）来所後、母様、兄様と買い物中に、耳が聞こえなくなり意識を失ってしまい、気がついたら休憩所で休んでいたと話している。自分では記憶がないが、途中で意識が戻った際過呼吸となったと家族に言われた。その後に八戸赤十字病院受診し、貧血かもしれないので、1/10（水）神経内科、1/11（木）婦人科受診の際に、血液検査を行い、ヘモグロビンが9より低くなったら入院と言われたと話している。診察の際に説明されたことをきちんと理解していないこともあるようで、後から家族に話されて理解することもあり、一人での外出は控えるように、夫様にも今回の出来事を話しておくようにと伝えている。
　　　　　　　　　⇒筋電図検査の内容については、本人よりデイケアにも連絡が入っている。

・若松　邦生　様～1/4（木）に特定相談員森さんとの面談を希望する電話があるが、そのまま電話で話をして、終了している。
・鈴木　知子　様～12/30（土）、1/3（水）と電話があり、デイケアのことで頭にきた、止めるにはどうすればいいかと話しているため、デイケアに行って話すように伝えている。
　　　　　　　　　⇒1/4（木）来所しており、膝の痛みがあると話しており、痛みが改善しないようであれば整形外科受診をするよう助言している。
・中居　美津子様～1/7（日）定期訪問実施。平成25年の年金機構から届いた書類を見せてくるため内容を説明している。本人は年金が更に貰えると思っている様子も窺えたため、気になるのであれば年金機構に行ってみるよう伝えている。生活費については、青南病院の支払いもまだ数回残っており、サプリメントの支払いも月に1～2万円で苦しいので、支払えなくなったら止めると話している。また、訪問中に、警察官が来訪し、近所のアパートにストーカーが住んでいることで相談していた様子があり、ストーカーについての妄想めいた内容を話している。

・高山　英佐　様～1/3（水）定期訪問実施。母様同席で話をするが、年末年始は弟様の家で過ごしたとのこと。仕事は12/30（土）まで行き、1/6（土）より新しい職場に行くことになると話している。前の職場は通勤に片道1時間かかり大変なので退職し、新しい職場には通勤時間は片道30分となる。前に働いていたことがあり、親方は知っているし、週6日勤務だが、膝の調子も良い。デイケアの利用にも慣れてきたが、居辛く感じて早く帰りたいと思うこともあるとのこと。
・駒木　洋士　様～年末より気分高揚さが見られており、年末年始は姉様の家で過ごしている。1/3（水）に入浴のため来所しており、1/2（火）は友人とすごしたとのこと。腰の調子は良く、エアロビクスにも参加できていると話している。

・田中　一　　様～12/30（土）来所しており、ここ1年位座禅した時に振戦がある、眠れない日、眠れる日があり、眠れない日にはホットミルクを飲んでいると話している。

　　　　　　　　　⇒本日来所時、投げやりな態度で、怒っている様子が見られている。原因として腰痛があり、睡眠時間が4時間だと話している。

＜グループホーム利用者様情報＞

・船場　幸子　様～年末年始の数日間、多弁さがあり、気分高揚さが感じられている。繁名和恵様の服装について過干渉気味に話したり、グループホーム向かいの家の犬にちょっかいを出すことがあった。
⇒デイケアでは、気分の高揚さという程ではないが、やや多弁気味で、風呂道具を忘れたことを、同じスタッフに何度も繰り返し話したり、1/1（月）の昼食後薬を忘薬し遅れて服用したり、風呂道具を忘れてしまい入浴出来なかったり、調理で白玉作りを行うが1個作る度に大きさなどを確認してくることがある。

・富田　紀子　様～12/28（木）に部屋で転倒し、右頬に擦り傷がある。詳細については話したがらず、夜間トイレに起きた際に転倒した様子。グループホームの集金の際に、新聞代などを何度も確認することがあり、もの忘れも多くなってきている様子。1/4（木）の外来では2週間毎の通院が大変だと話し、4週間に1回の通院になる。外来看護師より、通院間隔が空くのでグループホーム世話人やデイケアでのフォローの依頼ある。今後、世話人より受診に合わせて本人の情報提供を行っていく。また、何かと理由をつけてはデイケアを休むことが多くなっているため、休みが続くようであれば、世話人に連絡を頂きたい。
　　　　　　　　　⇒デイケアでは、いつも同じような日課の流れで過ごしており、もの忘れで問題となることや、他利用者とのトラブルはみられていない。

・古舘　ヨリ　様～1/3（水）に兄弟と待ち合わせて買い物に出かけている。年末年始は食前血糖値が高めで推移しており、血圧も高めとなっている。野菜を購入していたが、食べることなく廃棄している。
・下妻　康貴　様～正月は12/30（土）～1/1（月）、実家へ外泊している。

・番沢　政勝　様～12/31（日）姉様が来訪している。新しいグループホームについても世話人と姉様とで話をしている。
・若松　邦生　様～東奥朝日ソリューションに週3回、月・水・金での利用を開始している。就労モデル事業が今後、どう進んで行くのか知りたがっている様子がある。会社からも週5日働いてほしいとの要望あり、1/22（月）の週からは週5日働くことになる予定。仕事に合わせて、デイケアの利用をナイトケアに変更していくことも考えており、次回の診察の際には、主治医に相談してみると話している。以前トラブルがあった金田光希様がデイケア体験利用をしており、今は気にしていないけどと話していたが、利用するのかなど気にしている様子がある。
　　　　　　　　　⇒デイケアでも金田光希様のことを話していたが、仕事を目指しているのであれば嫌な人ともうまくやっていかなければならないことを話すと、受け入れている。
・大下　伸治　様～年末はパチンコで散財した様子だが、現在は落ち着いている。就労については、清掃業務について興味を示しており、就労移行支援施設ワークキャンパスを勧めていくこととしている。相変わらず、唐突に就労の話をし始めることは続いている。

・藤村　翔　　様～年末年始は実家に外泊しており、外泊後も落ち着いている。
・村上　元道　様～1/8（月）に主治医が変更となっての初外来であった。窪田Dr．の診察だったが、思っていたのとちょっと違うと話している。1/9（火）はレッドコンパスの体験利用予定となっている。年末年始は気分高揚している様子が見られていたが、自身で頓服薬を服用するなどの対処ができており、評価している。母様が同居している弟様とトラブルがあり、八戸市包括支援センターが対応することになっているため、体験利用も控えていることから、自分のことをしっかりやるように助言している。

　　　　　　　　　⇒一時、ナイトケア利用が少なくなったが、就労の面接や体験利用のことがあり、最近は毎日のように利用している。12月後半より、やや気分高揚傾向となっている。最近は就労を目指している若松邦生様と行動を一緒にしていることが多い。

＜利用者様情報＞

デイケア

・駒木　洋士　様～先週の正月行事プログラムにて、気分の高揚が窺えており、本日のデイケアでの過ごし方を観察している。昼食時、パスタを茹でており、余った分を他利用者に勧めることがあるが、強引に勧めることはなくトラブルになることはない。先週に比べると、気分の高揚は落ち着いてきている様子が窺える。症状が悪化すると他者との交流に影響が出る為、引き続き症状の変化に注意し、必要な際には介入し悪化しないよう関わっていく。
・我満　望　　様～母様から報告があり、現在体験利用している「プラーナ」の正式利用を考えているとのことで、1/12（金）に役所職員と利用に向けた話し合いをするとのこと。具体的な利用回数や利用日はこれから決まると話しており、利用開始にあたって不安や問題は特にないと話している。今後デイケアと併用しながらの利用を考えているとのことで、何か気になることや、問題が生じた際にはすぐ相談するよう促し、施設利用日など具体的な内容が決まり次第教えて欲しいことを伝えている。
・竹洞　聡　　様～1/5（金）に電話連絡にて1/11（木）就労継続支援A型施設の見学することを報告しており、本日詳細を確認している。就労継続支援A型施設「ルミック」を見学する予定であり、特定相談員同伴での見学であるとのこと。就労について話を進める際には、自己判断で決めずに特定相談員や主治医等と話し合って決めていくよう伝えている。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～来所時より表情険しく飲水行為が頻回に見られて介入している。10：50頃、階段を降りようとしており、スタッフが声を掛けると「寒いからジャンパー着てくる」と話しロッカー室に行っている。その後、再度階段を降りて、「もう帰ります」とスタッフを押しきり自動ドアから出ようとしているため、話を傾聴し促しにて戻っている。昼食後より、頭痛を訴えて静養室で休養している。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も所在確認を徹底し様子を観察していく。
・田中　一　　様～本日はうみねこ幸房の利用日だが、「疲れているから休む」と話してデイナイトケアを利用している。来所時より不機嫌さ見られて、スタッフの声掛けにやや素っ気ない様子が窺える。最近の睡眠が悪いと訴えているが、午前中は映画鑑賞に参加することなく、勉強をしている。午後より、スタッフの声掛けに正月の過ごし方やうみねこ幸房での仕事について話しており、「餅を50個くらい食べたんだよ、2袋も食べた」「うみねこではチラシの作業してて、面倒くさい」と話している。他メンバーとの交流は見られず、一人で書き物をして過ごしていることが多く見られている。今後も睡眠状況を確認し、様子を観察していく。
・津嶋　イチ子様～運動療法にて「足が痛いから座っててもいい？」とスタッフに訴えている。詳細について尋ねると、右の踝の後ろの痛みを訴えており、腫れている様子が窺える。一昨日に湿布を貼って、貼り換えていないとのことで、昼食前に湿布を貼り替えている。歩行時、左の腰を押さえて、右足をかばうような歩き方をしており、顔をしかめている。午後より、足の痛みを訴えることなく祝日プログラムに表情良く参加している。上記内容を青風荘に情報提供し、様子を観察していく。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～1/5(金)来所時、活気のなさは変わらず見られているが、体調を聞くと「大丈夫だ」と話しており、不調を訴えることはない。バイタルサインは体温36.4℃、血圧123/89mmHg、脈拍82回/分。自分からスタッフに声を掛け、冗談を交えながら表情良く交流しており、時間が経過しても体調に変化はない。不調時には無理せず、すぐに相談するよう促している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（番沢　政勝様）

実施日：H30年1月8日（月）13：30～14：00

担当チーム：馬場

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	番沢　政勝様
	性別
	男
	年齢
	48
	生年月日
	S44年5月15日

	主病名
	統合失調症・精神遅滞
	合併症
	脂質異常症

	治療方針（医師の指示）
	・基本的生活習慣の修得　　　　　　　・病識を身につける

・身体機能の維持・向上　　　　　　　・社会資源の利用

・対人関係の改善

・作業能力・持続性の向上

	本人希望
	病状の安定、体調管理を行う。

	家族希望
	病状の安定、体調管理を行う。

	入院歴
	計　4回（最終：15年2月　～16年4月　）

	通所歴
	　2回目

· 前回：10年10月～11年11月

· 今回：16年7月1日～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：

グループホーム「あおめ」入所
	家族構成：

母と姉

母は施設入居中

	利用制度
	愛護手帳Ｂ
	障害者年金2級
	自立支援

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定、体調管理を行う
	①食生活に気を付け、検査値を正常値に近づける。


	①食事や間食についてのこだわりがあり、分からない事をスタッフへ相談する。
	①本人の不安やこだわり（食事内容・間食内容・水分摂取量・体重）を和らげるために、スタッフから声を掛けて確認し密な関わりや面談を行っていく。

	
	②自身の体調や症状を正しく把握できるようになる。
	②相手に伝わるように内容を整理して話す。
	②時間を掛けて会話しないと本当に話したい内容にたどりつけないと話すため、時間を掛けて本人の思いを引き出していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①本人の不安やこだわり（食事内容・間食内容・水分摂取量・体重）を和らげるために、スタッフから声を掛けて確認し密な関わりや面談を行っていく。
	・焼き魚や緑黄色野菜を多めに摂取することを継続出来ている。
・就寝直前に夜食を時折食べることがあり、結果就寝するまでに時間がかかることがある。改善するよう伝えるが行動に変化なし。


	昼食に関してバランスよく、摂取している様子見られるが、様々なことに対し、不安やこだわりは現在も聞かれている。上記理由により計画継続とする。また検査値を確認し、具体的にどの程度まで正常値と離れているかを確認していく必要がある。

	②時間を掛けて会話しないと本当に話したい内容にたどりつけないと話すため、時間を掛けて本人の思いを引き出していく。
	・世話人、スタッフ、主治医に迷惑になる、忙しそうと考え、話したいことを話せていないことがある。
・機嫌よく返答しても話の内容が変わっていき、本題に入るまでに時間が掛かることがある。

・金銭面を気にする発言が度々聞かれている。

・主治医の変更や、グループホームの転居についての不安を話すことがある。
	自分から話すよう促しても話さないことがある。本人の表現や物の捉え方が、一般的なものとずれがあることもあるので、そのことに留意して接する必要がある。今後も本人の思いを引き出していく為に目標継続とする。主治医の変更や、グループホームの転居等、今後生活環境が大きく変わってくる為、本人のストレス等を定期的に確認する必要があると考えられる。

	その他
	・以前風邪を引いた時に、舌が黒くなり、医師よりクエン酸不足が原因ではないかと言われたとのこと。現在舌の色は正常であり、上記症状はないとのこと。

・8月初旬に足が痛み、歩行が困難となることがあった。現在も痛みはあるが、当時に比べると良くなっていると話している。

・時折、睡眠不足を訴えることがあり、脱衣所にて横になっていることがある。

・金銭面に関し、いずれ生活保護になることに関して了承している。

・グループホーム転居の際に、保証人を母様から姉様に変更予定。
	睡眠不足が続くことがあり、その対処が本人でも上手く行えていないことから、今後目標に入れていく必要があると考えられる。上記理由にて目標や計画を再立案することとしている。
	

	


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定、体調管理を行う
	①食生活に気を付け、検査値を正常値に近づける。


	①食事や間食についてのこだわりがあり、分からない事をスタッフへ相談する。
	①本人の不安やこだわり（食事内容・間食内容・水分摂取量・体重）を和らげるために、スタッフから声を掛けて確認し密な関わりや面談を行っていく。

	
	②自身の気持ちや考えを正しく把握できるようになる。


	②相手に伝わるように内容を整理して話す。
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